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2025～2027年度近畿学校保健学会評議員及び幹事選挙投票のお願い 

2025～2027年度の評議員及び幹事選挙に関わる用紙を同封させていただいています。投票期間

内に必ず投票いただきますようお願いいたします。  

なお，2024年度の会費が未納の方には投票用紙が同封されていませんので，ご了承ください。 

年会費の納入のお願い 

2025年度の会費の納入時期となりました。振込用紙を同封させていただきましたので，年会費

（3,000円）をお振り込みくださいますようお願いいたします。過年度の年会費が未納の会員の方

には，過年度分も含めた年会費の振込用紙を同封させていただいていますので，よろしくお願いい

たします。 

 
2025年2月5日発行 

近畿学校保健学会事務局 

〒572-8508 大阪府寝屋川市池田中町17-8 

摂南大学現代社会学部 

TEL：072-800-5413 FAX：072-800-8187 

Mail：kinkigakkohokengakkai@gmail.com 

振替口座 00940-5-181826 

近畿学校保健学会通信 

No.170 
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第72回近畿学校保健学会開催要項 

 

第72回近畿学校保健学会会長 古川 恵美  

   （兵庫県立大学 看護学部 学校保健学系 教授） 

第72回近畿学校保健学会を下記の通り開催します。学会では, 学校現場での実践報告も歓迎い

たします。皆様のご参加を心よりお待ちいたします。 

1．学会テーマ 「学校保健現場における教育と医療の多角的連携」 

2．開催方法   対面開催 

3．会 場    神戸女子大学ポートアイランドキャンパス F館3階 

〒650-0046 神戸市中央区港島中町4-7-2  

 https://www.yg.kobe-wu.ac.jp/wu/campuslife/campus/pi.html  

4．日 時       2025年7月12日（土）9：30～16：20 

5．内 容       受付開始  9：30～ 

（1）一般演題 10：00～11：15 

（2）講演Ⅰ   11：20～12：00   

「起立性調節障害（OD）治療の新しい展開」 

講師 関西医科大学 小児科学講座 臨床教授 石崎優子 氏 

昼休憩  12：00～12：50  

（3）総会・評議員会    12：50～13：30 

休 憩  13：30～13：40  

（4）講演Ⅱ  13：40～14：30 

「フィンランドの在外研究で学んだ『健康』」 

講師 摂南大学看護学部 教授 池田友美 氏 

休憩    14：30～14：40 

（5）シンポジウム 14：40～16：00 

「こどもの発達・成長を支える教育と医療の連携 

～災害・障害・家族への支援から考える～ 」 

コーディネーター  兵庫県立大学 教授 古川恵美 

シンポジスト   

      ・災害看護の視点から 兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授 増野園恵 氏 

      ・養護教諭の視点から 宮城県高等学校 養護教諭 松本敦子 氏 

      ・小児科医の視点から みなとのこども診療所・児童デイ 院長 今西宏之 氏 

      ・指定討論者   兵庫県教育委員会事務局体育保健課主任指導主事 平澤郁子氏 

  （6）表彰式，挨拶 16：00～16：20 

（7）情報交換会（懇親会） 17：00～19：00 
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6．一般演題申込み 

一般演題発表は，2025 年 4 月 11 日(金) までに，近畿学校

保健学会ホームページ（https://www.kinki-sha.org/），あるい

は下記 URL から「演題申込みフォーム」にアクセスし，必要

事項を入力して申し込んでください。筆頭発表者は会員に限り

ますが，共同発表者はその限りではありません。筆頭発表者で

会員でない方はあらかじめ学会入会の手続きを行ってください。なお，筆頭発表者のみ演題申込

みと同時に「事前参加申込み」が完了しますが，共同発表者が学会に参加される場合は個別に事

前参加申込みを行ってください。 

【演題申込みフォーム】 URL：https://forms.gle/Ro779eTbZRwPNNH5A 

※「警告」によりフォームにアクセスできない場合は，Google Chromeをご利用ください。 

7．近畿学校保健学会奨励賞 

対象者は，一般演題の筆頭発表者のうち，一般研究者（発表時に 40 歳未満），大学院生，学部

学生に該当する方です。該当者は「演題申込みフォーム」にある「近畿学校保健学会奨励賞の受

賞資格」の項目で「該当する」にチェックをしてください。 

8．事前参加申込み，参加費 

本学会は，事前参加登録を受け付けます。参加希望者は，2025 年 6 月 20 日（金）までに， 

下記 URL にアクセスし，「事前参加申込みフォーム」に必要事項を入力してお申込みください。 

参加区分 参加費 

学会正会員（但し，2025 年度会費納入者） 1,000 円 

当日会員（学会員ではない場合） 2,000 円 

大学院生 1,000 円 

学部学生 500 円 

情報交換会（懇親会）要申込み 5,500 円 

※ 参加費・懇親会費は，学会当日，会場でお支払いください。 

※ 学会員でも年度会費の納入がない場合は当日会員扱いとなり，参加費は 2,000 円となります。 

※ 近畿学校保健学会の会員ではなくても，また事前申込みをされていなくても，当日会員として

参加できます。 

【事前参加申込みフォーム】 URL：https://forms.gle/y82N17fdoa4vhzoT7 

※「警告」によりフォームにアクセスできない場合は，Google Chromeをご利用ください。 

9．昼食 

当日は，会場の食堂が休業のため，昼食をご持参頂く必要があります。お弁当（1,000 円，お茶

込み）をご希望される方は，事前にお申し込みください。近隣にレストラン等がなく，ご不便お

かけします。 

10．情報交換会（懇親会） 

参加費：5,500 円（要申込み） 

※ 昼食（お弁当），情報交換会については「演題申込みフォーム・事前参加申込みフォーム」より 

6月20日までにお申し込みください。お申し込み後，キャンセルはできませんのでご注意ください。 

 

締め切り 

演題申込み 4 月 11 日（金） 

抄録締切り 5月 16 日（金） 

事前申込み 6月 20 日（金） 
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11．会場までのアクセス 

＜JR「三ノ宮」・阪急「神戸三宮」・阪神「三宮」神戸市営地下鉄「三宮」駅からのアクセス＞ 

・ポートライナー 

「三ノ宮駅・三宮駅」からは，ポートライナ

ー神戸空港・北埠頭方面行き等をご利用いた

だき，みなとじま駅（約 10 分）で下車し，

西へ徒歩約 5 分。 

すべての行先のものが，みなとじま駅に停車

します。 

 

・神姫バス 

三宮駅前・神戸駅南口から神戸女子大学前で

下車し，徒歩約 1 分。 

 

＜神戸空港からのアクセス＞ 

・ポートライナー 

神戸空港駅からポートライナーの三宮行き

をご利用いただき，みなとじま駅（約 9 分）

で下車し，西へ徒歩約 5 分。 

 

 

神戸女子大学（ポートアイランドキャンパス F館３階） 

 

12．問い合わせ先 

第 72 回近畿学校保健学会事務局 

〒650-0046 神戸市中央区港島中町 4-7-2 

神戸女子大学看護学部看護学科 細川愛美 

電話&FAX：078-303-4933  E-mail：kinki.sha72th@gmail.com 
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加入者：近畿学校保健学会  加入者番号：00940-5-181826 

〒572-8508 大阪府寝屋川市池田中町 17-8 摂南大学現代社会学部 

近畿学校保健学会事務局 TEL：072-800-5413 FAX：072-800-8187 

 

抄録原稿の作成方法と発表についての留意事項 

1．抄録原稿作成要項 

・抄録原稿は，別紙を近畿学校保健学会ホームページ（https://www.kinki-sha.org/conference.html）

からダウンロードしてください。 

・抄録原稿は，原則として，Microsoft Wordで作成してください。 

・執筆要領は次頁の枠内を参照してください。 

 

2．抄録原稿送付先 

作成した抄録原稿は，2025 年 5 月 16 日（金）までに， Eメールで下記送付先までお送りくだ

さい。ファイル名は「筆頭発表者氏名（例えば，神女凛）」，送信メールの件名は「抄録原稿」と

してください。 

【抄録送付先】   E-mail：kinki.sha72th@gmail.com 

 

3．発表時刻等のお知らせ 

プログラムが完成次第，発表者にEメールでお知らせします。 

 

4．発表についての留意事項 

・発表は，1演題につき，発表時間 8分，質疑応答時間 4分を予定しています。 

・発表時には対象に対する倫理的配慮，利益相反（COI）を必ず示すようにしてくだい。 

・動画の使用は，原則としてお控えください（必要な場合は学会事務局で相談に応じますので事

前にご連絡ください）。 

 

 

※筆頭発表者は，会員に限ります。筆頭発表者で会員でない方はあらかじめ年会費 3,000円を下記

の郵便振替口座にお振り込みいただき，学会入会の手続きを行ってください。なお，共同発表者

はその限りではありませんが，この機会に学会にご入会ください。 
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※本用紙は，学会ホームページからもダウンロードできます。 

https://www.kinki-sha.org/conference.html 

※不要箇所を削除し，様式を整えてお使いください。 

 

演題名（MS 明朝 12 ポイント，中央，強調文字） 

（1 行空ける） 

筆頭発表者氏名，共同発表者氏名，所属（10 ポイント，右寄せ） 

記入例】兵庫碧１），神戸陽葵２） 

1）〇〇大学 2）△△大学 

（1 行空ける） 

キーワード（3～5 個，10 ポイント，左寄せ） 

（1 行空ける）本文（10 ポイント，40 行，1 行 46 文字，文字間隔を 0.2pt 狭く） 

【目的】 

 

 

 

 

 

【方法】 

 

 

 

 

 

【結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

 

 

 

 

 

  

別紙 

・原稿は A4 用紙 1 ページで，余白は上下 30mm，左右 25mm 

・演題名：中央に配置して，文字は 12 ポイントで強調文字 

・1 行空けて，筆頭発表者氏名，共同発表者氏名，所属を右寄せ

にして，10 ポイント 

・1 行空けて，キーワードを 3～5 個，左寄せにして 10 ポイント 

・1 行空けて，本文 

本文は 10 ポイント，40 行，1 行 46 字，文字間隔を 0.2pt 狭く 

※本文の出来上がりは 1 行 50 字程度になります 

書体は，MS明朝または MS ゴシック，英数は century 

・本文では，研究・実践目的，研究・実践方法，研究・実践結果

および考察を明確に簡潔に記述 

・ファイル名は「発表者氏名」，送信メールの件名は「抄録原稿」 

・抄録原稿の締切りは，2025 年 5 月 16 日（金） 
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2024 年度 

第 2回近畿学校保健学会幹事会議事録 

日 時：2024年 9月 28日（土）17:00～18:30 

場 所：ZoomによるWeb開催 

出席者：【幹事長】後和 

【常任幹事】笠次，宮井 

【幹事】 

（滋賀）住吉 

（京都）井上 

（大阪）大川，竹端，出水 

（兵庫）北口，中村，西岡 

（奈良）髙田 

（和歌山）森岡 （計 13名） 

オブザーバー：細川，古川（計 2名） 

委任状：大平，高野，白石，吉岡，鬼頭（計5名） 

議 題： 

1．第 71回近畿学校保健学会報告について 

・年次学会報告 

学会長大川幹事（京都女子大学）より，資料

をもとに第 71回近畿学校保健学会（2024年 6

月 22 日京都女子大学開催）について，多くの

方々の協力により無事に開催ができ，当日は会

員だけでなく，多くの学生および非会員の参加

があったことが報告された。 

・評議員会および総会報告 

後和幹事長より，資料をもとに 2024 年度評

議員会（電子投票）・総会について報告された。 

2．学会通信 169 号について 

後和幹事長より，資料をもとに説明があり，

記載ミス等の修正後，承認された。 

3．第 72 回近畿学校保健学会の開催について 

学会長の古川恵美先生（兵庫県立大学）より

資料をもとに以下の説明があった。 

開催日は 2025年 6月 21日（土），会場は大

阪工業大学梅田キャンパス（常翔ホール，セミ

ナー室）にて対面開催とし，学会は一般演題の

他，2 つの講演会およびシンポジウムを実施す

ることの説明があり，承認された。 

4．役員選挙について  

後和幹事長より，資料をもとに 2025 年～

2027 年度役員改選選挙にあたり，近畿学校保

健学会役員選出規程（投票）第 5条の改正およ

び投票依頼，投票方法，スケジュールについて

説明がなされた。投票方法は電子投票（Web投

票），投票結果（評議員・幹事）の依頼は電子メ

ールによる方法が提案され，審議の結果，いず

れも承認された。その他，幹事より，幹事と評

議員の選出方法についての確認がなされた。 

5．近畿学校保健学会研究助成について 

 後和幹事長より，近畿学校保健学会研究助

成の提案および助成金等の説明と併せて学会

通信の配信方法の検討の必要性が示された。

幹事より，助成の目的，助成件数，学会発表

の義務等の意見が出され，継続審議となった。 

6．2024 年度研修セミナーについて（報告） 

笠次常任幹事より，2024 年度研修セミナー

として，2024 年 8 月 18 日（日）に『地域保

健･福祉における災害対応標準化トレーニン

グコース（BHELP：Basic Health Emergency 

Life Support for Public) －避難所開設にお

けるコーディネーター養成－』を実施し，当

日参加者は 47 名，学会員 7 名，新入会者 2 名

であったことが報告された。 

7．その他 

笠次常任幹事より，2 回目の BHELP 講習

（11 月 23 日開催予定）が中止となり， 2024

年度第 2 回奈良県アスレティックトレーナー

協会セミナー「JPTEC（Japan Prehospital 

Trauma Evaluation and Care）ファーストレ

スポンダーコース」（2024 年 11 月 23 日（土

曜日・祝日）開催）において，近畿学校保健

学会が後援することの提案がなされ，審議の

結果，承認された。 

 

2024 年度 

第 1回選挙管理委員会議事録 

日 時：2024 年 9 月 28 日（土）18:30～19:15 

場 所：ZoomによるWeb開催 

1．委員長の選出 

委員の互選により以下のように決定した。 

選挙管理委員長：高田恵美子（奈良） 

選挙管理委員：大平雅子（滋賀） 
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井上文夫（京都） 

竹端佑介（大阪） 

中村晴信（兵庫） 

森岡郁晴（和歌山） 

オブザーバー 後和美朝 

2．投票方法について 

 2025～2027 年度役員選挙の投票について，

オブザーバーより電子投票（Web投票）の方法

について説明がなされ，各地区委員の対応につ

いて確認された。 

3．スケジュールについて 

 今後の選挙スケジュールとして，1 月上旬に

各地区の被選挙者名簿の確認，2025 年 2 月 5

日に選挙管理委員長のもと，幹事及び評議員選

挙の被選挙者名簿の送付，2025 年 2 月 7 日～

20 日までを投票期間とし，2 月 24 日に開票，

2月 27日当選の通知する予定となった。 

 

以上 

2024 年度研修セミナー報告 

『地域保健･福祉における災害対応標準化トレーニングコース（BHELP：Basic Health 

Emergency Life Support for Public) －避難所開設におけるコーディネーター養成－』 

 

2024 年 8 月 18 日（日），奈良教育大学にて第

9回奈良BHELP（Basic Health Emergency Life 

Support for the Public）標準コースを開催しまし

た。本セミナーは，日本災害医学会の教育コース

で，災害発生時における知識や原則の理解を深

め，避難所での活動能力向上を目的としており，

本学会として昨年に引き続き2回目の開催です。 

ただし今年のセミナーの最大の特徴は，昨年度

のオンライン開催と異なり，念願の対面形式での

研修が実現した点です。昨年のオンラインコース

では，災害時の共通言語である「CSCATTT」や

「CSCAHHH」を学び，避難所開設や運営の演

習を実施しました。受講者は 19名で，多職種の

視点を共有しながら，学校避難所のレイアウト

演習を行うなど，充実した内容でした。 

今年は，奈良教育大学に 47名の参加者が集ま

りました。参加者の多くは医療従事者でしたが，

本学会からは学会員 6 名が参加し，奈良県内の

学校教員 6 名も加わり，参加者の 4 分の 1 は教

育関係者でした。インストラクター12 名の指導

のもと，講義と演習が行われ，特に避難所レイア

ウトを考える机上演習は，対面ならではの活発

な意見交換と充実感を生みました。 

参加者アンケートでも非常に高い評価を受け，

「対面での研修が学びを深める上で大変有意義だ

った」との声が多数寄せられました。災害時の学校

関係者の役割が重要視される中で，このセミナー

が引き続き，学校関係者にとって多職種連携や実

務能力の向上に寄与することを期待しています。 

（本コースコーディネーター・常任幹事 笠次良爾） 

編集後記 

年末から年明けにかけて例年にない寒波に見舞われ，大雪の被害もみられました。また，令和 6年

能登半島地震から 1 年経ちましたが，豪雨などの二重災害も影響し，被災地では未だ不安な日々が

続いていることと存じます。1日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。自然災害だけでなく，昨

今の社会環境の変化は私たちの心身に大きな影響を与えていることを考えさせられます。令和 6 年

の厚生労働省白書では，心身の健康としてストレスに着目しています。特に，小中学生や高校生で

は，いじめや虐待，さらにSNS上での誹謗中傷などによるストレスから「生きづらさ」があるとい

う指摘です。このような状況を鑑みると，学校保健の役割はより一層重要になると考えます。 

2024年度は「近畿学校保健学会役員選挙」が行われます。本学会のさらなる躍進に向けて，会員

の皆様には是非ご投票頂きますようお願い申し上げます。         （事務局 竹端佑介） 

   

                


